
視
察
３
日
目
の

月
７

10

日
は
、
新
潟
県
上
越
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

上
越
市
は
平
成
大
合
併

で

市
町
村
が
合
併
し
、

14
「
地
域
自
治
区
」
を
設
置

し
て
、
身
近
な
地
域
で
の

自
治
を
進
め
る
仕
組
み
と

し
て
「
都
市
内
分
権
」
を

推
進
し
、
全
国
の
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

「
地
域
自
治
区
」
と
は
、

市
内
を
い
く

つ
か
の
区
域

に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の

区
域
に
地
域

の
意
見
の
取

り
ま
と
め
を

行
う
「
地
域

協
議
会
」
と
、

区
域
内
の
市

の
事
務
を
行

う
「
事
務
所
」

を
置
く
と
い

う
地
方
自
治

法
に
基
づ
く

制
度
で
す
。

「
自
分
た

ち
の
個
性
を

い
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
、

「
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

て
、
納
得
で
き
る
形
で
地

域
の
課
題
を
解
決
し
た

い
」
と
い
う
市
民
の
声
を

市
政
運
営
に
反
映
す
る
仕

組
み
で
す
。

昭
和
大
合
併
前
の
市

町
村
の
区
域
に
設
置

上
越
市
は
１
９
７
１

（
昭
和

）
年
４
月
に
高

46

田
市
と
直
江
津
市
が
対
等

合
併
し
て
誕
生
し
、
２
０

０
５
（
平
成

）
年
１
月

17

１
日
に
近
隣

町
村
が
編

13

入
合
併
し
て
新
生
の
上
越

市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。人

口
は

万
３
８
９
９

20

人
（
Ｈ

国
勢
調
査
）
で

22

面
積
は
９
７
３
平
方
㎞
で

す
。上

越
市
は
合
併
時
の
平

成

年
１
月
に
旧
町
村
単

17
位
に

の
地
域
自
治
区
を

13

設
置
し
、
そ
の
後
平
成
21

年

月
に
合
併
前
の
上
越

10
市
の
区
域
に

の
地
域
自

15

治
区
（
昭
和
の
大
合
併
前

の
市
町
村
の
区
域
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

当
初
は
合
併
特
例
法
に

も
と
づ
く
も
の
で
し
た

が
、平
成

年
度
か
ら
「
上

20

越
市
自
治
基
本
条
例
」
を

施
行
し
て
地
方
自
治
法
に

も
と
づ
く
制
度
へ
移
行
し

ま
し
た
。

区
域
に
関
わ
る
重
要

事
項
に
権
限

地
域
協
議
会
の
委
員
は

４
年
を
任
期
と
し
、
定
数

は

～

人
で
、
す
べ
て

12

20

公
募
公
選
制
に
基
づ
き
市

長
が
選
任
し
、
無
報
酬
で

交
通
費
相
当
額
（
１
２
０

０
円
）の
支
給
の
み
で
す
。

地
域
協
議
会
は
概
ね
毎

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
、
権
限
（
地
方
自
治

法
第
２
０
２
条
の
７
）
は

区
域
に
係
わ
る
事
務
や
施

策
に
つ
い
て
審
議
し
意
見

を
述
べ
ま
す
。

ま
た
、
区
域
内
の
公
の

施
設
の
設
置
や
廃
止
、
指

定
管
理
の
導
入
な
ど
管
理

の
在
り
方
、
市
の
策
定
す

る
基
本
構
想
等
の
う
ち
区

域
に
係
わ
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
、
地
域
協
議
会
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
、
重
要
な

権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
ま

す
。保

育
園
の
民
営
化
や
公

民
館
の
在
り
方
の
変
更
、

学
校
統
廃
合
な
ど
は
地
域

協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え

て
決
め
る
こ
と
に
な
り
、

本
所
の
方
針
を
地
域
に
押

し
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

学
校
教
育
・
社
会
教
育

も
旧
町
村
単
位
で

地
域
自
治
区
の
事
務
所

は
旧
町
村
単
位
に

区
の

13

「
総
合
事
務
所
」
、
合
併

前
の
旧
上
越
市
に
は
南
部

・
中
部
・
北
部
の
「
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
ま
ち

づ
く
り
係
」
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。

区
の
総
合
事
務
所
の

13
体
制
は
、
所
長
、
次
長
の

下
に
「
総
務
・
地
域
振
興
」

「
産
業
・
建
設
」

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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企
業
誘
致
の
あ
り
方
問
う

場
合
で
も
、

利
益
が
県
外

に
流
出
す
る

事
に
よ
る
地

域
経
済
の
衰

退
な
ど
、
全

国
で
費
用
対

効
果
が
問
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
雇
用
創

出
予
定
に
止
ま
ら
ず
、
実
績
を
経
年
的

に
報
告
さ
せ
る
こ
と
、
補
助
金
の
返
還

義
務
（
５
年
間
）
を
延
ば
す
事
と
合
わ

せ
て
、
地
元
企
業
支
援
に
よ
り
重
点
を

置
く
こ
と
（
立
地
補
助
も
額
が
少
な
い
）

を
求
め
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
（
木
）
、
決
算
委
員
会
商
工
労

22
働
観
光
分
科
会
で
、
「
企
業
立
地
補
助

金
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
県
は

Ｈ

年
度
に
、
同
事
業
で

社
に
対
し

26

14

て

億
５
千
万

16
円
を
交
付
し
ま

し
た
。
自
治
体

の
多
額
の
補
助

金
に
よ
る
県
外

企

業

の
誘

致

は
、
大
企
業
の

場
合
は
身
勝
手

な

撤

退
の

問

題
、
そ
れ
以
外

の
県
外
企
業
の

年度 企業数 交付額

H24 １０ ３億３７４８万円

H25 ９ ３億６３９３万円

H26 １４ １６億５０４９万円

※H17～H25平均:3.4社､2423万円。

上越市の「地域自治区」全２８区の配置図



（
１
面
の
つ
づ
き
）

「
市
民
生
活
・
福
祉
」「
教

育
・
文
化
」
の
４
グ
ル
ー

プ
が
置
か
れ
、
学
校
教
育

や
社
会
教
育
も
旧
町
村
単

位
の
事
務
と
し
て
維
持
し

て
い
ま
す
。
（
鶴
岡
市
の

地
域
庁
舎
は
総
務
企
画
、

市
民
福
祉
、
産
業
課
の
３

課
体
制
）

総
合
事
務
所
が
予
算

編
成
に
も
関
与

予
算
要
求
権
は
本
庁
の

所
管
課
に
あ
り
、
総
合
事

務
所
に
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
予
算
編
成
の
実
務
で

は
、
各
区
の
総
合
事
務
所

が
要
求
を
基
に
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
を
お

こ
な
い
、
本
庁
の
所
管
課

が
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
の
で
、
実
態
と
し
て

総
合
事
務
所
が
予
算
編
成

に
関
与
し
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
に
係
わ
る
ソ

フ
ト
事
業
は
「
地
域
振
興

事
業
」
と
し
て
合
併
基
金

で
あ
る
地
域
振
興
基
金
の

利
子
、
約
７
８
０
０
万
円

を
活
用
し
て
予
算
計
上
し

て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
地
域
振
興
基

金
の
利
子
４
２
４
１
万
円

（
Ｈ

決
算
）
の
う
ち
地

26

域
活
性
化
事
業
は
平
成
26

年
度
で
１
１
１
０
万
円
、

年
度
で
２
２
２
４
万
円

27と
比
べ
充
実
し
て
い
ま

す
。

「
地
域
活
動
資
金
」
を

地
域
自
治
区
に
配
分

ま
た
、
地
域
の
課
題
解

決
や
活
力
向
上
に
向
け
、

総
額
１
億
８
０
０
０
万
円

を
「
地
域
活
動
資
金
」
と

し
て

の
地
域
自
治
区
に

28

配
分
し
、
住
民
の
自
発
的

・
主
体
的
な
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

「
地
域
活
動
資
金
」
は

５
人
以
上
の
団
体
が
提
案

す
る
内
容
で
、
地
域
協
議

会
が
各
区
の
採
択
方
針
と

共
通
審
査
基
準
（
①
公
益

性
、
②
必
要
性
、
③
実
現

性
、
④
参
加
性
、
⑤
発
展

性
）
に
基
づ
き
審
査
し
、

補
助
額
は
配
分
額
の
範
囲

内
で
区
が
決
め
、

区
で

13

は
総
合
事
務
所
の
所
長

が
、

区
で
は
自
治
・
地

15

域
振
興
課
長
が
専
決
し
ま

す
。鶴

岡
市
の
「
い
き
い
き

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
は
本

所
の
委
員
で
審
査
さ
れ
、

１
団
体

万
円
枠
で

年

20

27

度
予
算
は
５
８
８
万
円
と

わ
ず
か
で
す
が
、
上
越
市

で
は
多
額
の
予
算
を
計
上

し
、
事
業
の
審
査
も
補
助

額
の
決
定
も
身
近
な
委
員

が
お
こ
な
い
、
市
民
の
自

主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
大

き
く
支
援
し
て
い
ま
す
。

住
民
自
治
の
力
強
化
し

地
域
の
衰
退
防
ぐ

上
越
市
は
か
つ
て
の
昭

和
大
合
併
で
失
わ
れ
た
旧

市
町
村
も
含
め
、
市
民
の

身
近
な
範
囲
で
住
民
自
治

の
力
を
強
化
す
る
こ
と
で

地
域
の
衰
退
を
防
ぎ
、
活

性
化
を
進
め
て
お
り
、
都

市
内
分
権
の
考
え
方
は
、

合
併
で
周
辺
部
の
衰
退
が

加
速
し
て
い
る
鶴
岡
市
こ

そ
大
い
に
参
考
に
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月22日入札分

・市特定環境保全公共下水道事業 汚水41号改良工事（羽黒町手向地内）
鶴岡建設(株) 9,000,000円（9,314,000円）工期～28/1/29（落札率96.6％）
・市公共下水道事業 汚水ＯＣ337～346号新設工事（大山地内）
(株)石庄建設 25,650,000円（25,940,000円）工期～28/2/26（落札率98.9％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月21日入札分

・馬町地内径150粍配水管移設工事（馬町地内）
(株)板垣水道 1,650,000円（1,685,000円）工期～11/30（落札率97.9％）

羽黒庁舎入札結果（ ）内は予定価格
10月22日入札分

・三又ダム管理橋補修工事（羽黒町川代字東増川山地内）
中止

・広瀬地区地域活動センター改修工事
(株)佐藤組 2,500,000円（2,720,000円）工期～11/27（落札率91.9％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月22日入札分

・市立鶴岡第三中学校改築工事地質調査業務委託
国土防災技術(株)山形支店 6,700,000円（7,146,000円）

期間～28/1/29（落札率93.8％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月22日入札分

・高坂青龍寺寿線道路改良工事（青龍寺地内）
(有)金峰造園土木 3,300,000円（3,307,000円）工期～28/1/15（落札率99.8％）
・市道馬町茨新田線道路舗装工事（下川地内）
(株)佐藤工務 15,800,000円（18,355,000円）工期～28/1/8（落札率86.1％）

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
と
党
鶴
岡
市
議
団

で
は
、
「
戦
争
法
廃
止
の

国
民
連
合
政
府
」
の
実
現

の
呼
び
か
け
を
持
っ
て
、

地
域
の
団
体
や
個
人
と
の

対
話
に
足
を
踏
み
出
し
て

い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
山
形
虹

の
会
で
は
秋
田
谷
理
事
長

と
鈴
木
常
務
と
、
Ｊ
Ａ
庄

内
た
が
わ
で
は
黒
井
組
合

長
と
、
田
川
建
設
労
働
組

合
で
は
三
浦
一
男
委
員
長

と
理
事
の
皆
さ
ん
と
、
Ｊ

Ａ
鶴
岡
で
は
本
間
組
合
長

と
伊
藤
専
務
、
Ｊ
Ａ
余
目

で
は
森
屋
組
合
長
、
さ
ら

に
連
合
労
組
幹
部
や
各
地

域
の
町
内
会
長
の
皆
さ
ん

と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
「
戦
争
法

を
強
行
し
、
社
会
保
障
を

切
り
捨
て
る
今
の
政
治
を

変
え
る
た
め
共
に
頑
張
り

た
い
」
、「
憲
法
解
釈
で
、

時
の
政
権
が
ど
の
様
に
も

で
き
、
危
険
だ
。
数
の
力

で
、
国
民
の
声
を
無
視
し

て
い
る
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
国

会
決
議
違
反
で
認
め
ら
れ

な
い
」
「
物
を
作
り
出
す

建
設
労
働
者
と
、
物
を
破

壊
す
る
戦
争
は
相
い
れ
な

い
」
、
「
こ
の
問
題
は
一
緒

に
や
ら
な
れ
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
だ
」
、「
そ
う
い
う

動
き
に
な
っ
て
行
く
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
宮
城
県
議
選
で

の
党
議
席
が
４
議
席
か
ら

８
議
席
に
倍
増
し
た
こ
と

を
受
け
、
「
共
産
党
は
本

当
に
ブ
レ
な
い
、
筋
の
通

っ
た
と
こ
ろ
が
良
い
」
、

「
国
民
の
中
で
変
化
が
生

ま
れ
て
い
る
」
「
こ
の
呼

び
か
け
が
実
現
す
る
よ
う

に
期
待
し
ま
す
」
と
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

上越市役所の玄関前にて（左から加藤太一、菅

井巌、加藤鉱一）


